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Research Abstract これまでの研究から、間期の細胞においてGRASP65の277番⽬のセリン(S277)がリン酸化されていること、また、このリン酸化はEGFなどの増殖刺激で増⼤す
ることがわかっている。昨年度の研究では、EGFによる増殖シグナルが、ERKを活性化させること、また活性化ERKがS277を直接リン酸化することを明らかに
した。本年度は、S277が、M期において顕著にリン酸化されることを⾒いだし、その分⼦機構の解析を⾏った。S277付近のアミノ酸配列は(PGSPG)であっ
て、ほ乳類のGRASP65で良く保存されていた。この部位は、cdk1/cyclinBのリン酸化酵素の認識配列に合致していた。M期の細胞質抽出液でGRASP65を処理
するとS277は顕著にリン酸化され、これはcdkの特異的阻害剤であるroscovitinで阻害された。⼀⽅、MEKの阻害剤であるU0126存在下で調整し、ERKを不活
化したM期の細胞質抽出液でもS277はリン酸化された。以上のことから、M期でのS277のリン酸化は、cdk1/cyclinBによっておこり、ERKは関与しないことが
強く⽰唆された。驚いたことに、N末がミリスチン酸修飾されないGRASP65(Δm-GRASP65)を精製しG2期の細胞の細胞質に導⼊すると、M期への進⾏が顕著
に阻害されることを⾒いだした。M期への進⾏限害は、導⼊するΔm-GRASP65のS277をアラニンに変異させるともはや観察されなかった。従って、Δm-
GRASP65は、S277部位において何らかの細胞質因⼦と相互作⽤して細胞周期の進⾏を阻害していることが⽰唆された。さらに、リン酸化されたS277部位に
Plk1が特異的に結合すること、また⾮リン酸化状態のS277部位に特異的に結合するタンパク質が存在することも⾒いだした。
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